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さ
て
上
掲
の
文
中
に
「
其
上
衡
二
書
貫
例
ま
云
」
と
あ
る
Ｏ

を
師
は
直
ち
に
新
出
土
の
そ
れ
０
閣
外
に
太
く
臨
皿
岫
と
書
か

れ
て
ゐ
る
三
字
を
指
し
た
も
の
と
謂
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
文
章

は
す
ぐ
続
い
て
「
八
曰
二
某
字
料
　
０
右
日
こ
某
字
胱
こ
と
あ
る
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
通
り
全
く
閑
内
０
上
牛
部
に
就
い
て
記
し

た
も
０
で
閣
外
の
そ
れ
を
謂
っ
た
の
で
は
た
く
、
且
つ
文
字
そ

の
も
の
も
横
書
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
三
朝
炒
幣
圖

録
所
前
興
定
賓
泉
の
関
内
上
段
に
「
貳
貫
問
省
」
と
大
き
く
横

書
し
て
ゐ
る
の
と
同
一
様
式
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
今

挿
入
の
寫
具
に
み
る
が
如
き
、
新
川
土
銅
版
の
関
内
上
段
中
央

に
「
壹
伯
質
八
十
足
匝
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
金
史
に

謂
ふ
衡
書
質
例
と
は
書
法
を
異
に
し
て
居
り
、
師
の
比
定
は
富

ら
な
い
。
師
は
叉
新
出
炒
版
０
閣
内
下
段
四
行
目
に
み
え
る

　

「
覆
勁
勘
比
郡
目
」
を
全
部
官
名
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は

覆
勘
勘
詑
都
目
抑
字
と
よ
む
べ
き
で
、
惟
ふ
に
師
は
前
引
金
史

０
「
付
‘
戸
部
‘
桓
鮎
勘
。
令
史
姓
名
抑
学
」
と
あ
る
の
を
戸
部
覆

鮎
勘
令
史
と
謂
ふ
官
名
０
如
く
誤
解
し
た
篤
に
外
な
ら
す
、
従

っ
て
か
か
る
誤
解
０
基
を
な
し
た
興
定
賓
泉
の
戸
部
勘
合
令
史

押
字
（
三
一
朝
炒
幣
圖
録
參
照
）
の
文
字
も
戸
部
勘
合
令
史
押
字
な
‘

る
官
名
に
あ
ら
す
し
て
戸
部
勘
合
’
令
史
押
字
と
讃
ま
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
轍
叉
論
題
に
は
「
に
に
年
の
紗
版
」
と
あ
る
も
、

ほ
砧
二
年
は
一
二
Ｉ
五
年
に
相
富
す
れ
ば
「
１
２
１
５
年
の
炒
版
」

と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
と
ま
れ
仮
令
、
上
述
し
た
如
き
一
二

の
瑕
堰
は
存
し
よ
う
と
も
、
本
論
文
が
金
代
経
済
史

・
研
究
の
上

に
一
の
重
要
根
本
の
資
料
を
提
供
し
た
鮎
に
對
し
て
は
吾
等
は

斉
し
く
深
甚
の
感
謝
を
致
さ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
外
、
本
琥
に
は
、
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の
三
篇
が

掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
紙
敷
の
都
合
も
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
紹
介
は

割
愛
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
村
資
造
）

　

陳
夢
家
著

　
　

高
喋
郊
趾
祀
廟
邁
考

　
　
　
　
　
　

沿
華
學
報
第
十
二
巻
第
三
期

　

四
四
五
－
四
七
二
頁

　

一
昨
年
本
誌
第
一
巻
第
二
琥
に
於
て
先
輩
小
川
茂
樹
學
士
は

清
華
學
報
所
載
の
聞
一
多
氏
の
「
高
唐
紳
女
傅
誕
之
分
析
」
な

る
論
文
を
紹
介
さ
れ
た
。
聞
氏
の
論
文
は
、
文
選
に
収
め
ら
れ
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む

て
居
る
宋
玉
の
高
唐
賦
に
見
え
る
高
唐
御
女
な
る
者
は
、
高
唐

賦
に
於
て
は
未
だ
稼
せ
す
し
て
私
奔
せ
る
洛
女
と
い
ふ
こ
と
に

な
っ
て
居
る
が
、
本
来
は
民
族
の
共
同
の
遠
胆
で
あ
る
所
の
原

始
母
御
で
あ
る
こ
と
を
説
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
の

民
族
の
多
・
く
は
そ
の
族
阻
と
し
て
女
御
を
考
へ
て
居
る
。
そ
し

て
こ
の
女
祁
は
天
帝
の
配
遇
者
と
し
て
風
雨
を
司
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
、
従
っ
て
虹
を
以
て
こ
の
女
榊
の
象
徴
と
す
る
考
へ
も

生
じ
て
来
る
。
所
が
一
方
仲
春
の
男
女
の
會
合
を
司
る
高
喋
祁

な
る
も
の
が
あ
る
が
、
聞
氏
は
族
胆
で
あ
り
、
風
雨
の
御
で
あ

る
女
祁
と
高
喋
榊
と
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
０
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

こ
ゝ
に
紹
介
し
や
う
と
い
ふ
陳
夢
家
氏
の
論
文
は
、
い
は
ゞ

聞
氏
の
後
を
承
け
て
此
と
同
じ
問
題
を
よ
り
一
歩
進
め
て
、
高

牒
、
郊
毅
、
胆
廟
は
皆
そ
の
源
を
一
に
す
る
と
い
ふ
所
ま
で
説

か
う
と
い
ふ
０
で
あ
る
。
本
論
文
の
支
那
古
代
史
に
於
け
る
意

義
と
い
っ
た
様
な
こ
と
に
就
て
は
・
こ
０
論
文
０
経
り
に
附
し
た

聞
一
多
氏
の
践
に
詳
し
い
。
今
そ
の
要
旨
を
左
に
皐
げ
る
。

　
　

此
の
問
題
は
郭
沫
若
０
「
憚
岨
批
」
な
る
研
究
に
端
を
狸

　

し
、
自
分
が
之
に
催
い
で
「
高
唐
祁
女
傅
説
之
分
析
」
を
登

　

表
し
、
更
に
孫
作
雲
が
「
九
歌
山
鬼
考
」
及
［
中
國
古
代
之

霞
石
崇
拝
」
を
著
は
し
、
最
後
に
陳
夢
家
が
出
し
た
の
が
本

論
文
で
あ
る
。

　

自
分
０
考
へ
で
は
支
那
の
古
代
文
化
史
は
「
靴
」
を
以
て

核
心
と
七
て
ゐ
る
。
古
代
０
人
間
の
生
活
上
最
重
要
事
で
あ

る
求
子
、
求
雨
０
二
事
も
矢
張
り
こ
の
祀
に
開
係
し
て
居

る
。
陳
夢
家
の
此
の
一
文
は
祀
０
制
度
研
究
上
大
な
る
意
義

を
持
っ
て
居
る
。
云
々

　

私
自
身
は
此
の
問
題
を
特
に
研
究
し
た
わ
け
で
な
い
の
で
、

今
此
論
文
に
對
し
て
批
許
め
い
た
事
柄
を
述
べ
る
餓
硲
が
な

い
。
論
抑
や
結
論
の
是
非
に
は
鯛
れ
す
、
輩
に
論
文
の
梗
概
を

掲
げ
て
紹
介
の
責
を
ふ
さ
ぐ
に
止
め
て
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

本
論
文
は
六
節
か
ら
成
る
本
文
と
附
記
、
附
録
一
、
二
、
及

び
校
後
柿
録
と
を
含
ん
で
居
る
。
以
下
節
を
逐
ふ
て
内
容
の
概

要
を
畢
げ
る
。

　

ｊ

　

一

　

憚
高
唐
賦
－
説
瑶
姫
篤
私
奔
之
侠
女

　

先
づ
文
選
の
宋

　

ぐ
玉
の
高
唐
賦
の
諸
本
に
よ
っ
て
互
校
し
た
本
文
を
掲
げ
、
本
文

中
の
瑶
姫
と
は
未
婚
に
し
て
私
奔
せ
る
濡
女
で
あ
る
と
し
、
此

の
女
と
楚
王
と
の
交
會
は
即
ち
男
女
が
會
合
す
る
高
喋
の
祭
に

際
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
次
に
高
唐
は
高
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ア

丘
、
高
陵
、
高
肢
、
陽
窒
等
々
同
一
の
も
０
で
あ
り
、
且
爾
雑

に
「
山
の
堂
の
如
き
者
は
密
な
り
」
と
あ
る
如
く
高
堂
（
唐
）
は

帥
ち
高
密
で
あ
る
。
高
密
は
聞
一
多
先
生
も
謂
ふ
如
く
高
禄
の

唇
音
で
あ
る
。
結
局
高
唐
は
即
ち
高
禄
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に

な
る
。
古
代
に
於
て
は
高
禄
の
祭
も
雨
を
求
め
る
祭
も
皆
山
で

行
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
所
か
ら
高
禄
を
宏
雨
に
託
喩
す
る
様
に

な
っ
た
の
だ
ら
う
。

　

う

　

二

　

祥
高
密
―
説
高
級
之
制

　

聞
一
多
先
生
に
よ
れ
ば
「
夏

　

ぐ
殷
周
三
代
皆
先
睨
（
遠
１
　
の
女
子
）
を
以
て
高
禄
（
子
を
求
め
る

祠
）
と
し
て
居
る
。
夏
で
は
そ
れ
は
塗
山
氏
で
あ
り
殷
は
簡
秋

周
は
姜
源
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
先
批
を
以
て
高
禄
０
祁
と
す

る
説
で
あ
る
が
、
併
し
高
喋
は
高
密
の
唇
音
で
、
元
来
高
丘
密

圧
に
し
て
人
々
が
野
合
し
た
場
所
を
指
す
語
で
あ
る
。
そ
れ
が

後
に
其
の
場
所
を
諒
ん
で
祠
官
と
す
る
様
に
な
り
、
更
に
降
っ

て
は
土
を
積
ん
で
之
を
象
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
豪
と
か

観
と
か
館
と
か
宮
と
か
い
ふ
名
前
は
印
ち
か
ゝ
る
人
が
作
っ
た

所
の
御
域
を
指
す
わ
け
で
あ
る
。

　

密
０
字
は
元
来
山
の
形
を
形
容
す
る
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
が

後
固
有
名
詞
に
な
っ
た
。
左
似
や
漢
書
地
理
志
に
見
え
る
、
密

の
字
０
附
い
た
地
名
の
あ
る
國
は
斉
魯
菖
鄭
部
０
五
國
で
あ

る
。
こ
０
中
有
の
高
密
、
下
密
、
部
の
商
密
は
皆
高
禄
で
あ
る
。

尚
こ
の
他
楚
、
秦
に
も
高
禄
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　

叉
一
方
高
禄
を
三
戸
、
三
石
、
三
戸
郭
、
三
戸
城
と
い
ふ
の

は
山
で
三
面
が
国
ま
れ
て
一
方
だ
け
開
い
た
様
な
場
所
を
指
す

も
の
で
、
初
め
民
が
そ
の
隠
秘
な
る
地
形
を
利
川
し
て
交
會
を

行
っ
た
場
所
を
後
に
之
を
尊
ん
で
紳
域
と
し
、
且
１
　
先
の
遺
制

を
巡
っ
て
こ
Ｘ
を
野
合
の
場
所
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
後

世
祖
先
と
天
帝
と
を
混
淆
し
て
高
禄
は
上
帝
で
あ
る
と
し
て
了

っ
た
の
で
あ
る
。

　

ヨ

　

高
禄
郊
祀
糾
祖
廟
篤
一

　

上
述
０
如
く
高
禄
は
祖
批
腿

祚
の
地
で
あ
る
か
ら
、
印
ち
高
禄
は
最
古
の
宗
廟
を
祀
っ
た
も

の
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
所
謂
宗
廟
と
高
禄
・
郊
祀
（
天

地
を
祀
る
所
）
と
は
同
源
に
し
て
分
化
せ
る
も
０
と
考
へ
る
こ

と
が
出
来
る
。
（
陳
氏
は
こ
０
事
を
古
文
や
甲
骨
文
の
上
か
ら
例

澄
し
て
ゐ
る
が
こ
ｘ
に
は
省
略
す
る
）

　

ｊ

　

個

　

楚
之
高
禄
－
説
屈
原
三
間
大
夫
篤
媒
巫

　

文
選
高
唐
賦

に
兄
え
る
楚
の
雲
夢
な
る
も
の
は
乃
ち
楚
０
祀
の
あ
る
所
で
あ

り
叉
高
唐
な
る
字
は
高
牒
・
郊
趾
の
昔
が
腱
じ
た
も
の
で
あ
る

事
は
郭
沫
若
先
生
が
既
に
謂
は
れ
た
。
又
郊
祀
は
即
ち
高
禄
で

あ
る
こ
と
は
聞
一
多
先
生
が
澄
明
さ
れ
た
。
自
分
の
考
へ
で
は
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都
の
商
密
は
楚
の
都
し
た
地
で
あ
っ
て
、
其
地
に
三
戸
山
な
る

も
の
が
あ
る
が
、
之
は
高
喋
の
處
で
あ
る
。
叉
三
戸
０
地
は
楚

人
の
開
國
韮
群
の
地
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
は
・
先
王
の
遺
廟
が
あ

っ
た
で
あ
ら
う
。

　

屈
原
は
丹
析
・
三
戸
の
逡
の
地
に
居
っ
て
、
三
閻
大
夫
と
篤

っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
案
す
る
に
三
間
は
三
戸
で
あ
る
。
三

戸
は
高
煤
の
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
三
閻
大
夫
印
ち
三
戸
大
夫
な

る
者
は
男
女
の
高
頴
を
司
っ
た
者
、
乃
ち
古
の
媒
巫
に
富
る
も

の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
印
ち
屈
原
は
媒
巫
で
あ
っ
た
０
で
あ

　

古
代
の
巫
官
は
能
く
歌
ひ
舞
っ
た
。
そ
の
歌
０
文
句
に
は
雨

を
求
む
る
言
葉
や
、
本
族
の
起
源
・
帥
話
及
歴
史
等
が
あ
っ
て

之
を
歌
っ
て
傅
へ
た
も
の
で
あ
る
。
楚
肝
の
離
騒
の
内
容
は
三

代
の
事
が
述
べ
て
あ
り
、
天
問
は
古
代
の
９
　
話
で
あ
っ
て
印
ち

巫
官
０
仕
事
に
和
富
し
て
ゐ
る
。
よ
っ
て
之
を
巫
官
で
あ
る
屈

原
に
附
託
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　

以
上
の
四
節
で
陳
夢
家
氏
の
重
要
な
る
論
旨
は
大
醍
言
ひ
轟

し
て
ゐ
る
と
信
す
る
。
後
の
二
節
は
一
つ
は
斉
燕
鄭
衛
秦
等
の

諸
國
に
も
高
喋
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
か
ん
と
し
、
一
つ
は
高
喋

は
古
く
商
に
始
ま
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
論
臆
が

前
四
節
に
比
し
て
梢
々
お
粗
末
で
も
あ
り
、
著
者
も
餓
り
力
を

入
れ
て
ゐ
る
と
思
へ
な
い
の
で
省
略
し
て
置
く
。

　

倚
聞
一
多
氏
は
そ
の
践
に
於
て
次
の
様
な
事
を
言
っ
て
居

る
。
楚
餅
の
離
騒
０
思
想
は
先
秦
學
涙
中
の
９
　
仙
家
に
易
す
る

も
の
で
あ
る
。
自
分
は
か
ね
て
離
騒
の
作
者
は
巫
官
で
あ
り
、

紳
仙
家
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
屈
原
が
巫
官
で
あ
=
＼
、
祁

仙
家
で
あ
る
か
ど
う
か
に
開
し
て
は
疑
を
持
っ
て
ゐ
た
。
所
が

今
陳
夢
家
が
屈
原
が
巫
官
で
あ
る
こ
と
を
別
０
方
面
か
ら
澄
明

し
た
０
で
こ
の
疑
問
は
解
決
し
た
。
従
っ
て
所
謂
屈
宋
學
涙
の

思
想
の
来
源
も
明
に
な
り
、
延
い
て
は
部
彷
・
荘
周
以
下
漢
の

時
代
の
黄
老
學
涙
０
成
立
過
程
も
大
に
明
に
な
っ
て
来
た
わ
け

で
あ
る
。
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
膝
戊
申
）

　

〔
附
記
〕

　

陳
夢
家
氏
は
浙
江
上
虞
の
人
、
國
立
中
央
大
學
法

律
學
士
及
び
燕
京
大
學
文
學
碩
士
、
現
に
青
島
大
學
助
教
、
年
少

気
鋭
の
學
者
で
あ
る
。
金
文
甲
骨
文
を
研
究
し
ｙ
佳
夷
考
翻
一
一
一
躯

令
彝
新
祥
　
　
匹
大
史
字
新
祥
四
姑
第
等
の
論
文
が
あ
り
ヽ
特
に
甲

骨
文
の
民
族
學
的
な
解
塚
を
試
み
、
肌
廟
昇
４
　
主
之
起
原
べ
四

劈
Ｉ
章
中
之
爵
箆
詔
詔
琵
詔
話
器
詣

作
皿
の
力
作
を
著
し
た
。
特
に
最
後
の
論
文
の
下
篇
は
巫
術
の

研
究
を
専
絵
し
て
ゐ
る
。
本
論
文
ｏ
讃
者
は
更
に
之
に
就
い
て

見
ら
れ
た
い
。


